異文化接触の研究（その１）　：　イスラム社会・インドネシアにおける駐在体験と調査結果から by 北端, 辰昭
佛教大学大学院紀要 第35号(2007年3月)
異文化接触の研究(そ の1)
一 イス ラム社会 ・イン ドネシアにお ける駐在体験 と調査結果か ら一
北 端 辰 昭
〔抄 録〕
インドネシアはイスラム教徒の人口が世界一多い国である。宗教が違えば当然文化









ますます加速度を増 してい くものと見られる。異文化 国勤務の要諦は、一に安全、二に健康、
三 ・四に異文化問題、五に仕事ではなかろうか。このように異文化問題は間口が広 く且つ奥行
が深い。仕事や生活を通じて、いかにして異文化受容 レベルを深めるか。赴任前研修 と現地研
鑽活動に改善すべ き点はないか。特にイスラム研修 は不足 していないか と推察し、2005年にイ
ンドネシア駐在員 ・同帰国者を対象に異文化体験調査を実施 し、同調査結果をGreertHofstede
(以下 「ホフステー ド」 という)の 「文化変容のカーブ理論」(『多文化世界』)と比較対照 した。
ホフステー ドは異文化社会に足を踏み入れる人々が体験するとみられる異文化受容段階を次図
のように、r(1)多幸症期→(2)カ ルチャーショック期→(3)文 化変容期→(4)安 定した
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まず経年変化による駐在員の異文化受容 レベルの進化(深 化)分 析を行った。異文化受容 と
い う感覚的問題を数値で計測する試みである。前記のようにホフステー ドはこれを4段 階チャ
ー トでとらえているが、本調査ではより細かい8段 階チャー トを用いた。既述 したように多幸
症期体験を省略 し、カルチャーショック体験期をスター トとして、回答者にその赴任時点 と帰
国時点における異文化受容 レベルを記入 してもらった。左欄は異文化受容段階(1→8)を 、





レベル 異文化受容過程(体験仮説) 駐在期問(仮説) 平均値
1 カルチャーショクを体験 (赴任早々)
1(t) 赴任時の
2 現地語が分かり始める (半年?) レベル
1(1) (2.0)
3 現地生活と勤務環境に慣れる (約1年?) 1
1(1) 駐在期間
4 異文化に対する学習 (早くて2β年?) 平均(4.4年)
1(t) 1
5 文化差異の発見と自国文化の再認識 (4,5年?) 帰国時の
1(1) レベル













ベルは5～6段 階に達 している事が判明した。つ まり駐在期間と異文化受容 レベルとの関係性
(メルクマール)が 具体的に掴めたと言える。赴任時より帰国時のレベルが逆に下がった人はい





階尺度で評価(0～4点)し 、棒グラフ化 した((資料No3)。前記のチャー トが異文化受容 レ
ベルの深さを表わしているとすれば、これはいわばインドネシア駐在活動の通知簿に当たると

















現地研鑽分野 も12.16点と予期以上に高い。 しか し赴任前研修分野が7.01点と最 も低 く、同分野
の研修 ・研鑽が相対的に不足 していると評価 されている。中心点2.41以下の項目はイスラム関
連の研修 ・研鑽項 目が多い。赴任前研修は業務引継 ぎと英語研修が中心のようである。事実、
業務の引継 ぎや経験交流の受講者は75%にも達する。英語力は総 じて高いが、インドネシア語
ができない人は69%にも達する。赴任時にある程度インドネシア語が分かる人と、赴任後に習
い始めた人では異文化受容の速度と深 さに大 きな差異が出る。多文化 ・異文化講座受講者は






数は 厂一.280(有意確率.003)」と負の相関性を示 した。レベルアップ度 とは帰国時のレベルか










































































































































注:資 料3.4.にお い て は 表記 制 約 か ら、 「イ ン ドネ シ ア」 を 「イ」 と省 略 して い る。
合わせを抜 き出した(資 料No4)。その結果、「インドネシア人との仕事 ・業務上の友好関係の
構築」、「インドネシアの生活文化に親しむ機会」及び 「多文化 ・異文化理解講座」の3項 目と、
他の項 目との組み合わせの頻度が特に高いことが判明した。このことか ら次の三点を指摘でき
る。第一に、インドネシア人との仕事 ・業務上の友好関係 を上手に構築 した人は、業務を円滑
にこなし、職場における対 日感情、協調関係 もうまく処理できた人が多いと思われ、当然駐在
期間や生活年数も長いと言えそうである。第二に、インドネシアの生活文化に親しむ機会が多
かった人は、インドネシア人との交流機会 も多 く、 イスラム文化に触れる機会も多かったとい
えそうである。第三に、赴任前の多文化 ・異文化講座の受講者は、当然のことながら、イスラ
ム文化に触れる機会 も多く、前任者との業務 と生活 ノウハウの交流体験機会を持ち、現地での
安全 ・セキュリティの確保対策も心がけていたと言えそうである。勿論、20項目のいずれも習
得が大切であることは言うまでもないが、申でも特にこの3項 目が現地勤務 ・生活 ・異文化理
解 を支える基幹的な研修 ・研鑽項 目であると言えそうである。
(6)4分野 ・20項目の因子分析
次いで4分 野 ・20項目の因子分析 を行ったところ、共通因子は2つ存在することが判明 した。








.670 多文化 ・異文化理解講座 イスラム文化研修
.657 多文化 ・異文化理解講座 業務と生活ノウハウ交流体験
.647 イスラム文化研修 業務と生活ノウハウ交流体験
(勤務環境分野) (勤務環境分野)
.683 イ人との仕事 ・業務上の友好関係の構築 業務の円滑運営
.653 イ人との仕事 ・業務上の友好関係の構築 対日感情 ・協調性・親日性
.613 イ人との仕事 ・業務上の友好関係の構築 駐在年数・生活年数の長短
(生活環境分野) (生活環境分野と赴任前研修分野)
.675 安全 ・セキュリティの確保 健康管理 ・食材の調達
.657 安全 ・セキュリティの確保 多文化 ・異文化理解講座の受講
(現地研鑽分野) (現地研鑽分野)
.781 イの生活文化に親しむ機会 イ人との私的な交流機会











多文化 ・異文化理解講座の受講 1 **.823
業務と生活ノウハウ交流体験 .019 **.811
イスラム文化研修受講 一 .109 **.885
語学レベル(英語) .316 .107
語学レベル(イ ンドネシア語) /・: ,・.
勤務
環境
対日感情 ・協調性・親日性 *.763 一 .032
駐在年数 ・生活年数 *.671 1
業務の円滑運営 *.761 一:137
異文化 トラブルの対処 *.713 .025





安全 ・セキュリティの確保 .520 1
健康管理 ・食材の調達 .576 一 .164
家事使用人との円滑 *.771 一 .147










異文化 ・多文化問題に対する関心機会 .602 .206
注1=因 子抽出法:最尤法、回転法:Kaiserの正規化を伴うプロマックス法、三回の反復で回転が収束 した。




第1因 子の中で特に高い数値を示した項 目(.600以上)は 、勤務環境分野にかかる全項 目、生
活環境分野の2項 目、及び現地研鑽分野の2項 目の計9項 目である。語学は両域 にまたがる性
格を有 しているが、英語は第1因 子 との関わ りがより大きく、インドネシア語は第2因 子と関
わ りを持っている。第1因 子はいわばどの国の駐在員にも求め られる共通的知見項目であり、
第2因 子はインドネシア特有の専門的知見項目と言える。前者は前記の計量的評価が高い項目
であり、後者は同評価が逆に低い項 目である。つ まり共通的知見項目に対する評価 は高いが、
専門的知見項目の評価は低い。ここに研修 ・研鑽制度に工夫を要する余地があると言える。こ
の二つの共通因子が全体の約52%に影響(寄 与率)を 与 えている。なお両因子の相関性 は
Pearson係数357を示 している。
(7)業種別の異文化受容(レ ベル ・点数)
次いで業種別の異文化受容(レ ベル ・点数)を 分析 した。メーカー系 と商社 ・金融系を比較




































さらに赴任年代と異文化受容度(レ ベル ・点数)と の関係性 を分析 した。赴任年代による駐
在年数は、1970年代(5.89年)→1980年代(4.77年)→1990年代(3.48年)→2000年代(3.19年)
と、年代が新 しくなるに従って駐在期間が短縮する傾向にある。これに伴い異文化受容度(レ
ベル)も全体的に右下が り傾向を示すが、異文化受容度(点 数)は 逆に上昇傾向で推移 し、両
者は反比例の傾向を示 している。1980年代の異文化受容度(点 数)は 何故か大幅に落ち込んで
いる(資料No..7)。赴任年代と異文化受容度(レ ベル ・点数)と に何 らかの関連性があるとみら
れる。1974年1月の田中総理の訪イン ドネシア時に、反日 ・反華人暴動事件(い わゆるマラリ




















囲圜 異文化受容度(レ ベル)廱蜀平均駐在年数 一◆一異文化受容度(点 数)
(9)公私の異文化 トラブルの共通性
駐在員は日常的に公私にわたる異文化 トラブルとその対処に迫 られている。業務上の トラブ















言 葉 45件(15%) 37件(18%)
労働倫理 29件(10%) 19件(9%)
金銭貸借 24件(8%) 32件(15%)







シア人に対 して厳 しい指摘 を行い、同時に傲慢 な日本人に対 しても厳 しい批判を行っている。
インドネシア寄 りでも、 日本寄 りでもなく、複眼の目で両国文化を眺める謙虚な生活姿勢が感
じられる。彼 らはいわばジンメルの言う 「マージナルマ ン」(marginalman)的存在に該当する
のであろう。「マージナルマンとは異質な文化を持つ複数の集団(社 会)に 同時に属 している人
間、あるいはいずれの集団(社 会)に も十分に属することができず、いわば各集団の境界領域
に位置する人間」(社会学小辞典:有 斐閣)で ある。代表して3人 の意見 を眺めて見る。
a「私の文化的スタンスは、インドネシア寄 りでも、 日本寄 りでもなく、第三文化の立場か と
思います。日本の文化もわか り、インドネシアの文化 も理解 していますが、かなり客観的にど











自国文化 を見つめ直す以前に、からだ全体が異文化に浸って現地文化に同化せ ざるを得 ないこ
とになります。異文化理解する或いは観察することとは、対象と少 し距離を置 き、 自分の持つ
文化を維持できる人に限られてしまう。このタイプの人にとっては、時間の長 さは問題 になら






c.「長 く暮 らすに比例 して異文化を話題にしな くなる。時間と異文化理解の深化は比例 しない。




る問は、あそこの異文化が近寄 らないみたいだ。18年プラスアルファ暮 らし、帰国して4年 に
なるが、 日本で学習 したことの方がむしろ沢山あるような気 もする。はじめはcintaIndonesia
(同:イン ドネシア好 き)で、次がbenci(同:嫌い)に なり、ネシア(同:イ ンドネシアの略
称)の 馬鹿 もんになり、やがてそんな話 を微笑んで聞けるようになる。確かにあそこのものの









a.前記のように文化変容のカーブ理論は、異文化受容 レベルと所要年数(駐 在年数)と の具体
的な関連性 を明示 していないが、今回調査によってインドネシア駐在4～5年 の駐在員の帰国
時点の異文化受容 レベルは5～6段 階であること、また4分 野 ・20項目の平均点は48.41点
(60.5%)であることが判明 した。これによって駐在期間と異文化受容 レベルとの平均的な関係
性(メ ルクマール)が 掴めたといえる。本調査による成果の一つであると考える。赴任前研修
資料、あるいは現地勤務資料に資することができよう。 しか しなが ら、この二つの数値(レ ベ
ルと点数)は 決 して高 くはない。赴任前研修あるいは現地研鑽活動に改善 ・工夫を図る余地が
多いことを示 している。4分 野 ・20項目相互間の相関性 を分析 したところ、「インドネシァ人と
の仕事 ・業務上の友好関係の構築」、「イン ドネシアの生活文化に親 しむ機会」及び 「多文化 ・
異文化理解講座」の3項 目と、他の項目との組み合わせの頻度が特に高いことが判明した。こ
の3項 目が現地勤務 ・生活 ・異文化理解を支える基幹的な研修 ・研鑽項 目であると言えそうで
ある。このことからも推察されるように、 日本人が不得手の多文化 ・異文化研修やイスラム関
連知見の研修 ・研鑽に重点を置 くべ きであろう。
b.異文化受容は1段 階か ら8段階へ必ず しも直線的に進まず、上下動(↑ ↓)を繰 り返 しなが
ら、緩やかな循環運動 を描きつつ、 レベルアップしていると推察 される。勿論、駐在年数 とレ
ベルアップとは一致 しない。異文化受容の時間軸(駐 在期間)の 目盛 りは人によって異なる。




境要因、研修 ・研鑽活動、異文化に対する知的関心などの総和 に左右 されると言える。





















a.駐在期間は異文化受容(深 化)の レベルアップには寄与 しているが、異文化受容度(点 数)
のレベルアップには寄与 していない。このギャップ感の究明は判然としなかった。嫌な記憶は
なるべ く忘れようとするが、美 しい記憶はいつまでも残 るという心理的効果は否定できないと
考える。故に帰国年代の古い駐在員の異文化受容(深 化)の レベルは高 く、新 しい駐在員のそ
れはレベルが低いともいえる。 これに対 して異文化受容(点 数)は 近年、赴任前研修がそれな
りに充実 してきたこと、食住問題など現地の生活環境 も格段に改善されたことなどが指摘でき




文化受容 レベルは高いと推察された。こうしたことか ら、 この種の異文化体験調査はそのノウ
ハウ蓄積が高いと見 られる業種を重点的に実施するのが適 していると考えられる。 さらに追試
の必要がある。
b.1994年にインドネシア政府は資本 自由化(100%)を実施 した。このことは現地資本 との合
弁義務付けがフリーにな り、日本企業の経営戦略方針がより優先できることを意味する。自由
化によって、それまで過去5年 間の対インドネシア投資(新 規案件)は 年間約51件であったも




どにより、 日本企業の事業展開スタイルが大きく流動化 したこと、労組活動の規制緩和 ・激化
により、労働争議の多発化傾向にあるなど、異文化 トラブルの多発化が憂慮 される」と回答 し
ている(メ ーカー:同23)。このように投資環境の変化 と異文化受容 との関連性は本調査によ
って得た新たな課題である。 さらに追試の必要性がある。
c.ホフステー ドは第四段階のcケー スに該当する者は、ローマ人以上にローマ人らしくなる、と
推察している。 しか しながら、ローマ人以上にローマ人 らしくなるというのは、 ヨーロッパの
ように国境が陸続に接 し、戦争などによって、文化、民族、宗教が絶えず交流を繰 り返 し、且
つ言語関係に共通性がある地域における特有の社会 ・文化現象ではないだろうか。林周二は
「その人の言語は、その人が青年時代(15～20歳)に身に付けたものが、その人の母国語にな
り、それがその人の母文化の根底 をなす」(『経営 と文化』)と述べている。残念ながら日本 ・イ
ンドネシア間は海路で6,000km以上も離れている。稲作文化や染織文化に共通性があり、ある
いは言語の一部に類縁性があるとしても、基層文化にあたる宗教文化の共通性は極めて少ない。




















た途上 国勤 務の要諦 は、一 に安 全、二 に健康 、三 ・四に異文化 問題、五 に仕事 で はないか と、
改 めて痛感 させ られた。相互理解 を通 じて国際化 を図 る とい う論調 を仄聞す るが、 これ まで論
述 して きた異 文化 受容 の困難 さを考 える と、 これ は一種の奇麗 事ではないか とも考 えさせ られ
た。多 くの回答者 か ら寄せ られた異文化体験 ・対処 意見、異文化 受容の段階 的深 化の妥 当性、
文化 ・異文化概念 な どにかか る意見分析 について は、別の機会 に報告 したい。最後 に本調 査は
イ ン ドネシアの駐在活 動に関す るほんの一側 面 を捉 えた に過 ぎないので、 この分野 にお け る識
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(16)小牧 利寿2004『 ゴム 時 間 共和 国 イ ン ドネ シア 』(日 本 経 済 新 聞)
(17)中原 洋2005『 腐 敗 と寛 容 イ ン ドネ シア ・ビ ジネ ス 』(東 洋 経 済)
(18)スハ ル ト大 統 領 「私 の 履 歴 書 」(日経 新 聞:1998/1/1～1/31)、そ の他
(きた ば た た つ あ き 社 会 学 研 究 科 社 会 学 専 攻 修 士 課 程 修 了)
(指導:千 葉 芳 夫 教 授)
2006年10月19日受 理
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